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出典：各年１月～１２月住民基本台帳

人口及び人口動態の推移

令和元（2019）年以降は、令和2（2020）年を除いて、減少数が1,400人を超え、令和2（2020）年は新型コロ

ナウイルス感染症の影響で人の流れが鈍化した可能性を加味しても、人口減少は加速化しています。



国勢調査における県内20市の人口及び増減率

平成22（2010）年から令和2（2020）年国勢調査結果を比較すると、本市を含む県内全市で人口の減少率

が大きくなっています。



推計人口による県内20市の人口減少率と出生率

令和2（2020）年から令和5（2023）年

までの期間で、出生率が減少し続けてい

るのは県内20市のうち当市を含む5市(＊)

となっています。

令和2（2020）年と令和5（2023）年の

比較では、見附市を除いたすべての市で

減少しています。

令和4（2022）年と令和5（2023）年の

出生率を県内20市で比較すると、当市は

9番目に減少幅が大きくなっています。

※新潟県人口移動調査

（前年10月1日から当該年10月31日で集計）



「５年前の常住地」による転入率・転出率

【転入率】平成27（2015）年10月1日（前回国勢調査
時）にふだん居住（常住）していた市区町村から本市
への転入者が令和2（2020）年国勢調査人口に占める
割合

【転出率】5年前には本市に常住し、令和2（2020）年
国勢調査時には他の地域に常住した転出者が「5年前
の常住者」に占める割合

令和2（2020）年国勢調査において調査された「5年前の常住地」に基づく転入率・転出率を、本市で独自

に算出してみました。 男女ともに20～34歳の転入率・転出率が高くなっており、これは、この年代での学業

や就職を理由とした異動が多いことが要因と思われます。中でも、20～24歳女性の転出率が突出しており、

20～24歳の転出率が高い傾向は、県内他市も同様の状況となっています。



県内20市の人口増減率順位と20～34歳（5歳階級別）の転入率・転出率

※20市平均を上回っているもの（転入率は平均より高いもの、転出率は平均より低いもの）に着色

人口減少率が小さい新潟市と長岡市は、 20～24 歳の転入率が高く、転出率も低くなっています。

また、燕市と見附市は、 20～24 歳の転入率は低いものの、 25～34 歳の転入率が高くなっており、当市

の場合は、転入率は高いものの転出率も高い状況がうかがえます。
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